
持続可能な開発目標（SDGs）
推進本部に向けた現状
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『SDGsアクションプラン2020』のポイント

Ｉ．ビジネスとイノベーション
～SDGsと連動する「Society5.0」の推進～

◼日本は、豊かで活力のある「誰一人取り残さない」社会を実現するため、一人ひとりの保護と能力強化に焦点を当てた「人間の

安全保障」の理念に基づき、世界の「国づくり」と「人づくり」に貢献。SDGsの力強い担い手たる日本の姿を国際社会に示す。

◼ 『SDGsアクションプラン2020』では、改定されたSDGs実施指針の下、今後の10年を2030年の目標達成に向けた「行動の

10年」とすべく、2020年に実施する政府の具体的な取組を盛り込んだ。

◼国内実施・国際協力の両面において、次の３本柱を中核とする「日本のSDGsモデル」の展開を加速化していく。

Ⅲ．SDGsの担い手としての
次世代・女性のエンパワーメント

Ⅱ．SDGsを原動力とした地方創生，
強靱かつ環境に優しい魅力的なまちづくり

ビジネス

企業経営へのSDGsの取り込み及びESG

投資を後押し。

 「Connected Industries」の推進。

中小企業のSDGs取組強化のための関係

団体・地域、金融機関との連携を強化。

科学技術イノベーション（STI）
 STI for SDGsロードマップ策定と、各国
のロードマップ策定支援。

 STI for SDGsプラットフォームの構築。
研究開発成果の社会実装化促進。
バイオ戦略の推進による持続可能な循環
型社会の実現（バイオエコノミー）。

 スマート農林水産業の推進。
 「Society5.0」を支えるICT分野の研究
開発、AI、ビッグデータの活用。

地方創生の推進

 SDGs未来都市、地方創生SDGs官民連携プ

ラットフォームを通じた民間参画の促進、地方創

生SDGs国際フォーラムを通じた普及展開。

 「地方創生SDGs金融」を通じた「自律的好循

環」の形成に向け，SDGsに取り組む地域事業

者等の登録・認証制度等を推進。

強靱なまちづくり

防災・減災、国土強靱化の推進、エネルギー

インフラ強化やグリーンインフラの推進。

質の高いインフラの推進。

循環共生型社会の構築

東京オリンピック・パラリンピックに向けた持続可能

性の配慮

 「大阪ブルー・オーシャン・ビジョン」実現に向けた

海洋プラスチックごみ対策の推進。

地域循環共生圏づくりの促進。

 「パリ協定長期成長戦略」に基づく施策の実施。

次世代・女性のエンパワーメント

働き方改革の着実な実施。

 あらゆる分野における女性の活躍推進

 ダイバーシティ・バリアフリーの推進

 「次世代のＳＤＧｓ推進プラットフォーム

」の内外での活動を支援。

「人づくり」の中核としての保健、教育

東京オリンピック・パラリンピックを通じたスポ

ーツSDGsの推進。

新学習指導要領を踏まえた持続可能な

開発のための教育(ESD)の推進。

 ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ(UHC)推

進

東京栄養サミット2020の開催、食育の推

進。
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令和２年度当初予算政府案及び令和元年度補正予算政府案の総額は1.7兆円



ジャパンSDGsアワード

2017年6月のSDGs推進本部第3回会合において、SDGsの達成に資する優れた取組を行う企業・団体等を

表彰する制度「ジャパンSDGsアワード」を創設。

 表彰の対象：SDGs達成に資する優れた国内外の取組を行っている日本に拠点を置く企業・団体

 表彰の内容：最も優れた１案件を総理大臣によるSDGs推進本部長表彰､その他の４案件程度を､官

房長官・外務大臣による副本部長表彰とする。その他､特筆すべき功績があったと認められる企業・団体等

について､特別賞を付与する場合がある。

【SDGs推進本部長（内閣総理大臣）賞】

• 魚町商店街振興組合

【SDGs推進副本部長（内閣官房長官）賞】

• 大阪府

• ｢九州力作野菜｣｢果物｣プロジェクト共同体
（代表：イオン九州株式会社）

【SDG推進副本部長（外務大臣）賞】

• 特定非営利活動法人
TABLE FOR TWO International

• 株式会社富士メガネ

【SDGsパートナーシップ賞（特別賞）】

• 日本リユースシステム株式会社

• 徳島県上板町立高志小学校

• 大牟田市教育委員会

• 公益社団法人日本青年会議所

• 株式会社大和ネクスト銀行

• そらのまちほいくえん
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第３回ジャパンSDGsアワードの概要

過去最多となる378件の企業・団体等が応募。「SDGs推進円卓会議」の構成員による「選考委員会」を経て、令和元年12
月20日にSDGs推進本部第８回会合にあわせ、第３回「ジャパンSDGsアワード」表彰式を実施。

出典：首相官邸HP（https://www.kantei.go.jp/）


